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2021

東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「伊佐爾波神社（重要文化財）」　

［表紙画について］
（松山市）
伊佐爾波神社は、中世には河野一族の湯
月城鎮守として機能していた。
現在の社殿は、寛文４年（1664年）から
３年の歳月を費やした。
社殿の配置は、正面の楼門とこれに接続
する回廊があり、中心線に楼門に続いて

廊下・申殿・本殿と配列される。
奥の本殿は「八幡造り」の建物で、後殿
に三間社切妻造の、前殿に同じく三間社
流造の２棟を前後に並べ、両者の出合っ
た軒先に共通の樋を架けた作りとなって
いる。　　　（松山市ホームページより）
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水 彩 画 表紙作者　上田　勇一　プロフィール

もうしどの
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ファンズワース邸訪問の旅
西予支部　松山　清

　20世紀の巨匠ミース・ファン・デル・ローエがア

メリカに残した唯一の住宅「ファンズワース邸」は、

広大な森の中をゆったりと流れるフォックス川の畔

に、白い鉄骨フレームとガラスの外壁を纏って、静か

に佇んでいた。森の広葉樹は落葉前の黄葉が美しく、

四季の彩りを感じながらビジターハウスから長く続く

静かな小道をしばらく歩いて行ったところに、突然と

姿を現した。「やっとファンズワース邸に会えた」と

いう気持ちと、「本当にファンズワース邸があったん

だ」という不思議な気持ちが交錯し、ミースの目指し

たモダニズム建築の原点が目の前に歴史という時間を

越えて存在していた。

　2015年にバルセロナを訪れたとき、1929年のバル

セロナ万博で建設されたドイツ館が、モダニズム空間を

実現したミース記念館として同じ場所に復元されてい

た。この建物を一目見たときの印象は、ミースが目指す「時

代のモニュメント」の住宅のようで、“Less is more.”

（より少ないことに価値がある）という言葉を実現したそ

のものであり、ファンズワース邸のことが頭の中に蘇っ

た。また、ミースはナチスに弾圧されバウハウスを閉鎖

して、1937年にアメリカに亡命したという生涯に思い

を馳せると、近代建築の起点であるこのファンズワース

邸も、一度見てみたいと思った。

1今こそ見たい“ファンズワース邸”

　ファンズワース邸はシカゴの郊外にあり、交通が不便

なこともありなかなか簡単にいくことはできない。シカ

ゴ建築財団のツアーがあったが、日程が決まっていてし

かも、そんなに頻繁ではなかった。最寄りの駅もないよ

うだ。あるにはあるが、列車の本数が少なかったり、そ

こからタクシーが殆ど捕まらないらしく、公共交通機関

利用は絶望的。そこで、レンタカーを使うことにして国

際免許を取りシカゴ国際空港で小型の日本車を手配した。

ナビは別料金込みで1日借りて1万4千円くらい。

　出発日が近づいてさらにファンズワース邸までのルー

トとハイウェイの乗り換えなどを調べていくと、どうも

自分が思っているほど運転は容易なものではなく、習慣

が違う国で初めてのドライビングが心配になってきた。

ここは安全を最優先してガイド兼ドライバーを捜すこと

にした。旅サイトで募集をかけると5，6人応募してくれ

たので、貿易の仕事をしているという人にお願いした。そ

うすると、現地のいろいろな情報も聞けて楽しいし、便

利。是非とも行きたかった、ミースの建築が集中するイ

リノイ工科大学キャンパスとレークショア･ドライブ･ア

パートメントへも行くことができる。

2ファンズワース邸への道程

▲ファンズワース邸　南面ファサード
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ドイツ　アーヘンに誕生

ブルーノ・パウルの事務所に勤務

最初の作品「リール邸」を手掛ける

独立して事務所を開設

アダ・ブルーンと結婚

シュトゥットゥガルト住宅展参加

バルセロナパヴィリオン建設

バウハウス第３代校長就任

シカゴアーマー大学（現イリノイ工科大学）建築学科主任
教授就任

プール・ル・メリット勲章・RI BAゴールドメダル

AIAゴールドメダル

大統領自由勲章

83歳没

　シカゴオヘア国際空港に到着して、ターミナル5から

出て行くと、ガイドさんが待っていた。彼曰く、日本の

車では、シカゴを走るのには小さすぎる、らしい。ナビ

はスマホで対応できるから、予約をキャンセルして、車

を大きくすることを勧められた。ガイドが言うので拒否

もできず、結局BMWの過分な車となったが、ナビ代で

その差額を補うことができた。日本のETCのような装置

がついているがハイウェイには料金所のような所はな

く、道路上に通信装置があって知らぬ間に課金されてい

て、あとでクレジットカードに請求が来ていた。

　シカゴは五大湖の一つミシガン湖の南端近くにあるア

メリカ第3の都市で、シカゴオヘア空港はかつては世界

一の乗降客があり、8本の滑走路を有する。日本からの

飛行機はターミナル5に到着し、ターミナル1から出発

するという日本とは違ったシステムになっていた。到着

して乗客を降ろすと、飛行機は牽引されて出発ターミナ

ルへと連れて行かれるので、たくさんの飛行機が空港内

を移動しているのが意外な風景だった。

　シカゴへは朝日本から到着したが、ファンズワース邸

の見学時間は午後2時半からだったので、それまでシカ

ゴ市内のミースの作品を見学して時間を調整した。
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